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論 文 内 容 の 要 旨 
 
博士論文「異端者の〈創世記〉――安部公房『壁』の研究を中心として――」は、安部
公房の初期短編集『壁』に収録された、6 篇の短編と、『壁』発刊の 1 年前に発表された、
「ノアの方舟」をとりあげ、異端者が、如何に既存世界から脱して、新しい世界を創造す
るかという、7作に共通するテーマ、ならびに、『壁』執筆当時安部公房が考えていた問い、
さらに『壁』を通して伝えようとした内容を論究した論文で、3部仕立てて構成されている。
論文の構成は以下のとおりである。 
 
序論  
第一部 異端者が帰属する場所                                                     
第一章 安部公房「赤い繭」論 ――「さまよえるユダヤ人」をモチーフとした寓話   
第二章 安部公房「壁――Ｓ・カルマ氏の犯罪」論――「新ノアの洪水」が象徴する意味に
ついて 
小結                                  
第二部 異端者が信ずべきもの                                                   
第一章 安部公房「洪水」論 ―― 洪水が起こる原因とその意味について               
第二章 安部公房「ノアの方舟」論 ―― 「方舟思想」への批判を中心に               
第三章 安部公房「事業」論――「私」の事業が拡大しつづける理由について 
小結         
第三部  異端者の〈創世記〉      
第一章 安部公房のアヴァンギャルド ―― 昭和二十三年から二十五年までの創作理論の発 
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展を中心に  
第二章 小説「洪水」と同人グループ「世紀」のつながりに関する考察  
第三章 安部公房「バベルの塔の狸」論――主人公アンテンが詩人を止めた理由について 
第四章 安部公房「魔法のチョーク」論 ――「イヴ」の誕生と役割  
小結       
結論         
 
旧満州から帰国した昭和 21 年から 25 年を扱い、安部公房の文学者としての出発時期を
考察する意味を論じた。さらに、安部公房文学を貫く異端者の問題が初期作品からみられ
ることを指摘した。また、これまでの先行研究で見過ごされていた旧約聖書の「創世記」
第 1章「天地創造」から第 11章「バベルの塔」がモチーフとして、本論で考察した 7作に
取り込まれていることの意義や、その様相を詳細に論究した。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
第一部「異端者が帰属する場所 」では、「赤い繭」「壁――S・カルマ氏の犯罪」を論じ
た。「赤い繭」では、「さまよえるユダヤ人」という主人公「おれ」の自己認識に深く関
わるモチーフが重要な鍵であることを指摘し、先行研究で論じられてこなかった旧約聖書
の「創世記」に登場するカインとの関連から、「おれ」が考える「さまよえるユダヤ人」
の意味を突き止めた。さらに「おれ」の赤い繭への変身とその後に迎える結末を分析し、
作品の寓意を明らかにした。「壁― S・カルマ氏の犯罪」では、これまで十分
考察されていなかった物語終盤の「新ノアの洪水」が象徴する意味を解明し
た。先行研究では、「赤い繭」の赤の意味を、共産主義ととらえる論考が主流であったが、
論者が「赤」を夕暮れととらえている点は興味深い。２作とも、創世記のカインとの関連
や、ノアとの関係をもとに、異端者の帰属の問題を論じ、斬新で独創性があり、高く評価
できる。 
第二部「異端者が信ずべきもの」では、「洪水」、「ノアの方舟」と「事業」を取り上げ
た。「洪水」、「ノアの方舟」の２作に共通する「創世記」の方舟伝説の作品内でのモチ
ーフを明らかにし、優位性と行為の正当性を主張するノアとそれに対峙する異端者との関
係を考察している。「洪水」では、液体人間の性質とノアを登場させた意味を論じ、「ノ
アの方舟」では、ノアとその家族の特権意識を批判する作品テーマを考察し、「事業」で
は、「偶然」の表す意味や、手紙形式の作品構造を「貴下」という人物に焦点を当てて論
究した。３作とも、詳細な作品分析に基づく先行研究を超えた「読み」が提示され、画期
的な論考と言える。 
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 第三部「異端者の〈創世記〉」では、安部公房が『壁』を執筆するまでの３年間における
創造に対する考えの変化を考察した。「世紀」が行った活動に焦点を当て、既存世界から
脱し、全く新しい世界を如何に創造するかという当時安部が考えていた問題を追及してい
る。さらに「洪水」、「バベルの塔」、「魔法のチョーク」を分析し、その安部の考えが
どのように反映されているかを示した。安部公房の初期は、これまでの先行研究では実存
主義――シュルレアリスム――コミュニズムという構図で捉えられていたが、論者が、そ
こに創造の問題、芸術の革命を視座にいれた点は、積極的に評価できる。例えば論者は、
「洪水」に、安部公房を中心とした同人誌『行方不明』で考えていた問題を組み入れたこ
とを指摘し、「バベルの塔の狸」では、先行研究がシュルレアリスム批判の物語と論じて
きたが、それだけではとらえきれない問題を、芸術、創造というキーワードをもとに解明
した。さらに「魔法のチョーク」では、創造の失敗に大きく関わるイヴの誕生とその役割
に重点を置いて論究した。創造、芸術に主眼を置き、これまでの先行研究とは異なる読み
を提示した点は、学術的意義がある。 
結論として、 異端者の〈創世記〉――現存世界のルールや教えに違和感や抵抗感を覚
えた異端者が如何に既存世界から脱し、全く新しい世界を創造するか――という初期作品
に通底するテーマを、『壁』と「ノアの箱舟」の７作を通して論及し、安部公房の初期作
品における、芸術や、創造の問題の重要性を提示した。 
安部公房の目指す世界と、異端者の問題を詳細に分析し、芸術や、創造が、いかに重要
であるかを、また、旧約聖書の「創世記」のモチーフと初期作品との関係性を追及した本
博士論文は、先行研究が着眼していなかった新しい視点があり、学術上の進展がみられる。 
なお、本博士論文には、６回の国際学会を含む国内外の学会での口頭発表、外部査読誌
３本、内部査読誌２本の論考が含まれており、学界でも若手の安部公房研究者として顧琦
淵氏が認められ、注目されていることを証明している。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
